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年末年始のふれあいバス・はなももバスの運行について年末年始のふれあいバス・はなももバスの運行について

電車で通学する高校生の電車で通学する高校生の
定期券代の一部を補助しています定期券代の一部を補助しています

運行日 1月4日(火) 1月5日(水) 1月6日(木) 1月7日(金)

予約可能
期間

12月21～24日
12月27、28日
  1月  4日

12月22～24日
12月27、28日
  1月  4、5日

12月23、24日
12月27、28日
  1月  4～6日

12月24日
12月27、28日
  1月  4～7日

【お問い合せ】	 はなももバス予約専用ダイヤル　☎22-1131
	 揖斐川町役場政策広報課　　　　☎22-2111
	 揖斐タクシー株式会社　　　　　☎22-1244

【お問い合せ】	 揖斐川町役場政策広報課　☎22-2111（内線112）

令和3年12月29日（水）～令和4年1月3日（月）は土日祝日ダイヤで運行します。

ふれあいバス

令和3年12月29日（水）～令和4年1月3日（月）は運休します。
なお、令和4年1月4日（火）～1月7日（金）の予約受付期間は下記のとおりです。

（受付時間に変更はありません）

はなももバス

対 象 者：養老鉄道および樽見鉄道の通学定期券を購入し、通学する町内在住の高校生
（令和3年4月現在）

補 助 額：購入金額の1/3（100円未満切捨て）

申請方法：補助金交付申請書に下記の書類を添付して、政策広報課窓口へ提出
❶学生証または在学証明書
❷購入した通学定期券の写し
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　揖斐川町の全域が過疎地域に指定されたことにより、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法と揖斐川町
過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づく固定資産税の課税免除に関する条例に基づき、以下の条件
により固定資産税が課税免除されます。なお、土地・建物・償却資産（機械及び装置）ともに、直接生産工程に供する
部分のみが対象となり、また課税免除の特例を受けるためには、免除申請が必要となります。

【主な適用要件（参考）】

ア	 所得税又は法人税について、青色申告書を提出していること。

イ	 揖斐川町内で、製造業、情報サービス業等、農林水産物等販売所又は旅館業の用に供する設備（一の設備を
構成する減価償却資産の取得価格の合計額が下表の要件を超えるものに限る。）を取得等（取得又は制作若しく
は建設をいい、建物及びその附属設備にあっては改修（増改築、修繕又は模様替え。）のための工事を含む。

ウ	 土地については、取得の日の翌日から起算して１年以内に当該土地を敷地とする上記イに該当する当該家屋
の建設の着手があった場合に限られます。

※資本金の規模が5,000万円超の法人は、新増設に係る取得等に限られます。

対象業種
資本金の規模

5,000万円以下
（個人を含む）

5,000万円超
1億円以下 1億円超

製造業、旅館業 500万円以上 1,000万円以上 2,000万円以上

情報サービス業等、
農林水産物等販売業 500万円以上

設備等を取得後、新たに固定資産税が課せられることとなった年度から３年度分。

課税免除を受けようとする場合は、毎年1月31日（土曜日又は日曜日のときは翌月曜日）までに、所定の様式
による課税免除申請書を揖斐川町役場税務課へ提出してください。

揖斐川町役場税務課　℡22-2111

過疎地域の指定に伴う固定資産税の課税免除について

【例】
時　期 A　社 税務課
R3.6.30 設備の取得等

R4.1.31 償却資産の申告
課税免除の申請

R4.4以降 固定資産税の納税通知
課税免除の決定

	 製造業、情報サービス業等、農林水産物等販売業、旅館業
１.対象となる業種

所得税又は法人税について租税特別措置法（昭和32年法律第26号）第12条第3項の表の第1号又は第45条第2項の
表の第1号の規定（特別償却）の適用を受ける設備に限られます。

２.課税免除の対象となる設備

３.免除される税額

４.申請方法

5.提出・お問い合せ
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有

料

広

告

欄

令和4年10月支給分の児童手当制度が一部変更になります
現在児童手当・特例給付を受給中の方は、令和4年6月の児童手当法改正により、

支給に係わる新たな所得上限額が設けられます。
⇒所得額により特例給付の支給がされない方が発生します。

令和4年10月支給分より、児童を養育している方の所得が②（下記表）以上の場合、
児童手当等は支給されなくなります。

●所得が下記表の①（所得制限限度額）未満の場合
　→児童手当が支給されます。
　　（3歳未満：15,000円、3歳以上小学校修了前：10,000円（第3子以降：15,000円）、中学生：10,000円）

●所得が①以上②（所得上限限度額）未満の場合
　→法律の附則に基づく特例給付が支給されます。
　　 （児童1人当たり月額一律5,000円）

●所得が②（所得上限限度額）以上の場合
　→児童手当及び特例給付は支給されなくなります。

児童手当等が支給されなくなったあと所得が
②を下回った場合、

改めて認定請求書の提出等が
必要となります。

※扶養親族等の数は、所得税法上の同一生計配偶者及び扶養親族
（里親などに委託されている児童や施設に入所している児童を
除きます。以下、「扶養親族等」といいます。） 並びに扶養親族等
でない児童で前年の12月31日において生計を維持したものの
数をいいます。 扶養親族等の数に応じて、限度額（所得額ベース）
は、1人につき38万円（扶養親族等が同一生計配偶者（70歳以上
の者に限ります。）又は老人扶養親族であるときは44万円）を
加算した額となります。

※「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。あく
まで目安であり、実際は給与所得控除や医療費控除、雑損控除
等を控除した後の所得額で所得制限を確認します。

①所得制限限度額 ②所得上限限度額

扶養親族等の数
（カッコ内は例）

所得額
（万円）

収入額の
目安

（万円）
所得額

（万円）
収入額の

目安
（万円）

0人
（前年末に児童が

生まれていない場合 等）
622 833.3 858 1071

１人
（児童１人の場合 等）

660 875.6 896 1124

２人
（児童１人＋年収103万円以下

の配偶者の場合 等）
698 917.8 934 1162

３人
（児童２人＋年収103万円以下

の配偶者の場合 等）
736 960 972 1200

４人
（児童３人＋年収103万円以下

の配偶者の場合 等）
774 1002 1010 1238

５人
（児童４人＋年収103万円以下

の配偶者の場合 等）
812 1040 1048 1276
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子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

「
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
」

運
用
を
開
始
し
ま
し
た

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る

た
め
に
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

開
始
し
、
令
和
３
年
11
月
８
日（
月
）、
清
水

地
内
で
10
箇
所
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
、
令
和
６
年
度

ま
で
に
、
約
70
箇
所
の
運
用
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。

　

業
務
上
知
り
得
た
情
報
は
厳
正
に
管
理
し
、

皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

ご
み
収
集
、
し
尿
汲
み
取
り
の

お
知
ら
せ

○
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

久
瀬
地
域

　

中
央
清
掃（
株
）

　

℡
０
５
８
４-

２
７-

６
１
８
１

藤
橋
地
域

　
（
株
）西
美
濃
環
境

　

℡
０
５
８-

２
１
５-

６
８
０
０

坂
内
地
域

　

ト
バ
ナ
産
業（
株
）

　

℡
０
５
８-

３
９
８-

３
８
０
７

　

冬
期
の
ご
み
収
集
、
し
尿
の
汲
み
取
り
は

天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
の
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
生
活
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
は
各
振
興
事
務
所

令
和
３
年
度  

西
濃
環
境
整
備
組
合

職
員
募
集
案
内
に
つ
い
て

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
は
来
年
度
採
用
予
定

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
年
月　
令
和
４
年
４
月

■
募
集
職
種　
技
術
職
員（
一
般
行
政
職
）

■
職
務
内
容　
ご
み
焼
却
施
設
の
運
転
・

　
　
　
　
　
　

保
守
・
維
持
管
理
業
務

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
受
験
資
格

　

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
・

短
期
大
学
・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、

又
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
方

　

な
お
、
令
和
４
年
１
月
の
ご
み
収
集
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
１
月
号
く
ら
し
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
地
域（
生
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
27
日（
月
）、
30
日（
木
）

　

令
和
４
年
１
月
２
日（
日
）

谷
汲
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
27
日（
月
）、
30
日（
木
）

　

令
和
４
年
１
月
４
日（
火
）

春
日
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
27
日（
月
）、
30
日（
木
）

　

令
和
４
年
１
月
４
日（
火
）

久
瀬
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
28
日（
火
）、
30
日（
木
）

　

令
和
４
年
１
月
４
日（
火
）

藤
橋
地
域（
生
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
27
日（
月
）、
30
日（
木
）

　

令
和
４
年
１
月
４
日（
火
）

坂
内
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
27
日（
月
）、
30
日（
木
）

　

令
和
４
年
１
月
4
日（
火
）

○
し
尿
汲
み
取
り
は
お
早
め
に

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
汲
み
取
り
の
依
頼
が

殺
到
し
ま
す
。
お
早
め
に
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す

揖
斐
川
地
域

　
（
有
）揖
斐
川
清
掃

　

℡
２
２-

０
５
０
６

谷
汲
地
域

　
（
株
）富
士

　

℡
０
５
８-

３
２
３-

０
４
８
５

春
日
地
域

　
（
有
）揖
斐
川
清
掃

　

℡
２
２-

０
５
０
６

■
試
験
期
日
等

　

❶
第
１
次
試
験

　
　

教
養
試
験（
１
２
０
分
）・

　
　

事
務
適
正
検
査（
１
０
分
）

　
　

期
日　

令
和
４
年
１
月
16
日（
日
）

　
　

場
所　

西
濃
環
境
整
備
組
合
２
階
会
議
室

　

❷
第
２
次
試
験

　
　

口
述
試
験
・
作
文
試
験

　
　

期
日　

令
和
４
年
２
月
上
旬
頃
予
定

　

※
第
１
次
試
験
の
合
格
者
へ
別
途
通
知

　
　

し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

令
和
３
年
12
月
１
日（
水
）か
ら

　

12
月
23
日（
木
）ま
で
の
平
日

※
８
時
30
分
～
16
時
30
分
の
間

■
提
出
書
類　

❶
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
（
組
合
指
定
様
式
）　

１
通

❷
履
歴
書（
組
合
指
定
様
式
）　

１
通

❸
卒
業（
見
込
）証
明
書

（
コ
ピ
ー
は
不
可
）　

１
通

※
❶
及
び
❷
の
様
式
は
組
合
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
提
出
先

〒
５
０
１-

０
５
３
４　

岐
阜
県
揖
斐
郡

大
野
町
下
座
倉
１
３
７
５
番
地
１

西
濃
環
境
整
備
組
合
事
務
局　

総
務
課

※
窓
口
に
て
受
付

　
（
郵
送
等
で
の
受
付
は
不
可
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
事
務
局　

総
務
課

　
　

℡
０
５
８
５-

３
２-

４
１
５
３

▲

設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

　
説
明
を
受
け
る
岡
部
町
長
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重
症
心
身
障
が
い
児
者
等
の

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す

　

医
療
的
ケ
ア
や
重
症
心
身
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

看
護
師
資
格
を
持
つ
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。（
相
談
無
料
）

●
場
所　
重
症
心
身
障
が
い
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー

み
ら
い（
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
）

岐
阜
本
所（
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館

５
階
看
護
協
会
内
）

●
時
間　
月
～
金
曜
９
時
～
17
時

【
お
問
い
合
せ
】

　

℡
０
５
８-

２
７
５-

３
２
３
４

「
第
73
回
人
権
週
間
」

12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で

　

国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）

12
月
10
日
に
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
、

１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）に
は
、
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」と
定
め
、
全
て
の
加
盟
国
お
よ
び

関
係
機
関
が
、
こ
の
日
を
祝
賀
す
る
日
と

し
て
、
人
権
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
法
務
省
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
同
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
１
９
４
９
年

（
昭
和
24
年
）か
ら
、
毎
年
12
月
４
日
か
ら

同
月
10
日
ま
で｢

人
権
週
間
」
を
定
め
、

期
間
中
は
、
各
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
の

協
力
の
下
、
世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨
お
よ
び

そ
の
重
要
性
を
広
く
国
民
に
訴
え
か
け
る
と

と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に

努
め
て
い
ま
す
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷
金
が

必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日（
水
）～
15
日（
水
）

　

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

　

令
和
４
年
１
月
下
旬
を
予
定

③
島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、
谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町

営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

令
和
３
年

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

■
実
施
期
間

　

令
和
３
年
12
月
11
日（
土
）～
20
日（
月
）ま
で

■
運
動
の
重
点
　

　

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間（
特
に『
魔
の
時
間
帯

（
午
後
４
時
か
ら
午
後
８
時
）』）の
交
通

事
故
防
止

　

②
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

　

③
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

　

④
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶

■
遵
守
事
項

　

①
魔
の
時
間
帯
は
要
注
意

　
　
　

夕
方
は
、
周
囲
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

ハ
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
。
車
両
は
、
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、歩
行
者
の
方
は
、

　

最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
い
、
感
染
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
誹
謗
中
傷
を
受
け
た
り
、
様
々
な
嫌
が

ら
せ
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
の
人
権
侵
害
が

多
発
し
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

こ
の
人
権
週
間
に
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

岐
阜
地
方
法
務
局
大
垣
支
局

　
　

大
垣
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　

℡
０
５
８
４-

７
８-

３
３
４
７

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　
　

賃　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

　
　
　
　
　
　

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
北
方
奥
郷
住
宅　
１
戸

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
北
方
13
番
地

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　
　

賃　

２
４
，
７
０
０
円
～

■
敷
　
　
金　
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

明
る
い
色
の
服
装
で
反
射
材
を
身
に

着
け
ま
し
ょ
う
。

　

②
自
転
車
利
用
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

　
　
　

万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
、
自
転
車

乗
車
時
は
、
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

③
高
齢
に
よ
り
身
体
能
力
が
低
下

　
　
　

加
齢
に
伴
っ
て
判
断
力
の
低
下
や
、

視
野
が
狭
く
な
る
な
ど
で
運
転
に
不
安

を
感
じ
た
場
合
は
、
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
や
、
家
族
で
の
送
迎
等
で

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

④
飲
酒
運
転

　
　
　

年
末
は
、
飲
酒
す
る
機
会
が
多
く

な
り
が
ち
で
す
が
、
飲
酒
運
転
は
犯
罪

で
危
険
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
十
分

認
識
し
て
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
を

厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
警
察
署　

℡
２
３-

０
１
１
０

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
び
が
わ
11
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
の
と
お
り

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
訂
正
箇
所
①
】

　

P4
揖
斐
郡
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
（
誤
）高
野　

更さ

紗ら

　
（
正
）高
野　

更さ
ら

紗さ

【
訂
正
箇
所
②
】

　

P9
８
０
２
０
よ
い
歯
の
高
齢
者
表
彰

　
（
誤
）竹
中　

治
道

　
（
正
）竹
中　

治
通
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け

ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
の

※
次
の
方
は
、
お
名
前
の
み
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

平ひ
ら

井い 

い
せ
を 
さ
ん（
谷
汲
名
礼
）95
歳

嵐
あらし

　みつゑ
え

 さん
100歳（上南方）

堀
ほ り

　テルヲ さん
95歳（東津汲）

杉
す ぎ

原
は ら

　けさを さん
95歳（脛永）

小
こ

森
も り

　久
ひ さ

子
こ

 さん
95歳（新宮）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

セ
ン
タ
ー
で
は
６
月
に
刈
払
機
、
11
月

に
剪
定
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
安
全
作
業
の
下
、
技
術
力
の
向
上

を
め
ざ
し
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
お
仕
事
の
受
付

　

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で

も
な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ま
ず
は
お
電
話
に
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
見
積
り
は
無
料

で
す
。

　

ま
た
、
派
遣
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
社
等
で
短
期
間
・
短
時
間
だ
け

人
手
が
必
要
と
い
う
時
に
も
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ご
み
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、

　

食
事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）

＊
軽
作
業

＊
社
内
清
掃

■
会
員
募
集

　

12
月
は
今
年
度
最
後
の
説
明
会
と
な
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
今
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

●
日
　
　
時　
12
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

10
時
開
始（
約
一
時
間
）

　
　
　
　
　
　

※
要
予
約

●
場
　
　
所　
揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

　
　

人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
２
３-

０
９
０
７

大
垣
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
令
和
３
年
分
確
定
申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
申
告
が
さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

確
認
で
き
ま
す
）。

■
確
定
申
告
会
場
は
、
多
数
の
方
が
来
場

さ
れ
る
た
め
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
申
告
会
場

で
は
な
く
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
令
和
３
年
分
確
定
申
告
会
場
を
、
大
垣
市

情
報
工
房
５
階
に
開
設
し
ま
す
。

※
令
和
４
年
２
月
16
日（
水
）～
令
和
４
年

３
月
15
日（
火
）（
土
日･

祝
日
は
除
く
）

※
前
年
ま
で
の
申
告
会
場（
大
垣
市
民
会
館
）

か
ら
変
更
し
て
い
ま
す
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

10
月
29
日（
金
）、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
岐
阜
支
社
よ
り
、
健
康

増
進
事
業
推
進

の
た
め
、
寄
付
金 

60
万
４
千
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

大
お お

西
に し

　■
す

■
さ

ゑ
え

 さん
95歳（東津汲）
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　新型コロナウイルス感染症の拡大により、私たちの生活は一変しました。今月は、コロナという視点から
男女共同参画を考えてみます。
　昨年4月に1回目の緊急事態宣言が出されましたが、ステイホーム・在宅ワーク・休校休園の影響から雇用
情勢が急速に悪化しました。女性の非正規労働者や母子世帯などが特に大きな影響を受けており、同月の女性
就業者数は前の月と比べて約70万人減少しています。これは男性の約2倍の数値です。
　令和2年の自殺者数を見ると、男性は前の年と比べて23人減少していますが、女性は935人増えています。
職業内訳では「主婦」が最も増加しています。コロナ禍で経済問題や育児の悩みなど自殺の要因になりかねない
問題が深刻化したことが、女性の自殺増加に影響を与えた可能性があると分析されています。
　また、外出自粛や休業により在宅時間が増えたため、配偶者からの暴力（DV＝ドメスティック・バイオレンス）
が増加・深刻化しています。全国の配偶者暴力相談支援センターと「DV相談プラス」に寄せられた相談件数を
合わせると、令和2年度は19万件を超え、前年度より1.6倍増加しています。
　このような女性への深刻な影響の根底には、平時においてジェンダー平等・男女共同参画が進んでいなかった
ことがあり、コロナの影響により顕在化したと言われています。一方で、男女ともに新しい働き方の可能性が
広がっており、在宅勤務の普及は男性の家事・育児等への参画のチャンスでもあります。誰一人取り残さない
ポストコロナの社会の実現が期待されます。

No. 2 男女共同参画ってなんだっけ？ 男女共同参画と
コロナ

テーマ今月のテーマ

家族で

読んでね
記載の内容は、令和3年版男女共同参画白書（内閣府）
https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r03/zentai/index.htmlをもとに作成しました。

DV相談プラス
■電話　0120-279-889 （24時間対応）

■SNS
※10か国語対応
　（12時～22時受付）

■メール
（24時間受付）

DV相談ナビ
全国共通短縮番号

#8008

ひとりで悩まず相談してください。
周りで困っている人がいたら
教えてあげてください。

除雪作業にご協力ください除雪作業にご協力ください
◆作業時間にご理解ください

除雪作業は、路線ごとに決められた積雪量を超えた場合、作業を開始します。
朝は通勤、通学前に作業が終了するように行いますが、地域や路線、降雪状況によっては一日中かかることもあります。
また、一時通行止めなどの規制を行うこともあります。
◆路上駐車はやめましょう

路上での駐停車は除雪作業の妨げになります。決められた場所に駐停車しましょう。
◆作業中の除雪車は危険！

除雪作業中は危険ですので、絶対に除雪車には近づかないでください。

皆様のご理解とご協力をお願いします。
【お問い合せ】揖斐川町役場 建設課　℡２２-２１１１




